
聖
応
大
師
良
忍
上
人
（
一
○
七
三
’
二
三
二
）
は
、
日
本
浄
土
教
史
の
上

か
ら
は
融
通
念
佛
宗
の
開
祖
と
し
て
、
日
本
天
台
史
の
上
か
ら
は
大
原
魚

山
の
声
明
の
大
成
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
か
つ
叡
山
円
頓
戒
相
承
の
戒

脈
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
忍
上
人

に
つ
い
て
の
研
究
は
頗
る
遅
れ
て
い
て
、
そ
の
実
像
に
つ
い
て
も
必
ず
し

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
良
忍
を
知
る
上
で
直
接
的
な
資

料
が
少
な
い
こ
と
に
主
な
原
因
が
あ
る
の
で
あ
り
、
良
忍
に
は
書
写
本
・

手
択
本
の
類
は
あ
っ
て
も
著
作
が
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
定
説

で
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
叡
山
文
庫
か
ら
良
忍
作
と
付
記
さ
れ
る
『
布

薩
略
作
法
』
、
曼
殊
院
か
ら
平
安
後
期
の
『
出
家
作
法
』
が
発
見
さ
れ
、

良
忍
の
戒
律
観
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。
又
勝
林
院
の
『
引

声
阿
弥
陀
経
』
は
、
阿
弥
陀
経
に
良
忍
の
墨
譜
が
付
い
て
お
り
、
声
明
研

究
に
資
す
る
所
が
大
き
い
。
こ
の
新
出
の
資
料
の
紹
介
及
び
研
究
と
さ
ら

に
修
学
者
の
良
忍
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
良
忍
上
人
八
百
五
十
回
大
御

遠
忌
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
本
論
文
集
『
良
忍
上
人
の
研
究
』

監
修
佐
藤
哲
英

融
通
念
佛
宗
教
学
研
究
所
編

「
良
忍
上
人
の
研
究
」

山

崎

欣
弥

本
書
は
研
究
編
と
資
料
編
に
分
け
ら
れ
、
研
究
編
に
は
十
一
の
論
文
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
題
目
と
執
筆
者
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
良
忍
上
人
と
融
通
神
道
」
田
代
尚
光

「
叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
良
忍
上
人
の
地
位
」
佐
藤
哲
英

「
大
原
如
来
蔵
に
お
け
る
良
忍
上
人
関
係
資
料
」
横
田
兼
章

「
良
忍
上
人
伝
の
研
究
」
佐
藤
哲
英
・
横
田
兼
章

「
良
忍
上
人
作
『
略
布
薩
次
第
」
の
研
究
」
小
寺
文
頴

「
良
忍
上
人
と
曼
殊
院
本
『
出
家
作
法
』
」
白
土
わ
か

「
良
忍
上
人
と
魚
山
声
明
」
天
納
伝
中

「
円
覚
十
方
上
人
道
御
伝
」
藤
井
元
了

「
佛
教
思
想
と
融
通
念
佛
」
泰
本
融

「
融
通
念
佛
宗
の
教
義
」
吉
井
良
顕

「
融
通
念
佛
宗
の
血
脈
」
杉
崎
大
慧

資
料
編
に
は
、
清
原
実
明
氏
伝
持
の
大
念
佛
持
本
で
あ
る
『
略
布
薩
次

第
』
Ａ
本
と
Ｂ
本
と
、
曼
殊
院
所
蔵
の
『
出
家
作
法
」
、
滕
林
院
所
蔵
の

『
引
声
阿
弥
陀
経
』
が
写
真
版
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
略
布
薩

次
第
』
Ａ
・
Ｂ
本
と
『
出
家
作
法
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
小
寺
教
授
、
白
土
教

授
に
よ
り
、
翻
刻
と
書
下
し
と
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
一

こ
れ
ま
で
の
良
忍
研
究
は
、
そ
の
念
佛
思
想
と
伝
記
の
面
か
ら
の
考
察

示
嶋
手
衲
〉
ブ
（
ぜ
◎
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が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
融
通
念
佛
宗
内
で
は
、
始
祖
と
し
て
の
良
忍
研

究
が
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
は
「
融
通
念
佛
縁
起
之
研
究
」
（
田
代
尚
光
）
と

い
う
、
学
会
で
の
評
価
の
高
い
害
も
出
て
い
る
。
良
忍
と
は
直
接
関
係

し
な
い
が
、
民
俗
的
念
佛
と
し
て
融
通
念
佛
を
取
り
あ
げ
た
も
の
と
し
て

「
融
通
念
佛
・
大
念
佛
お
よ
び
六
斎
念
佛
」
（
五
来
重
・
『
大
谷
大
学
研
究
年

報
』
十
号
）
が
あ
る
。
又
史
実
と
し
て
の
良
忍
像
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
し
て
は
、
「
聖
応
大
師
伝
史
料
の
三
一
に
就
い
て
」
（
岩
橋
小
弥
太
・
『
史

料
探
訪
』
所
収
）
、
「
融
通
念
佛
宗
開
創
質
疑
」
（
塚
本
善
隆
・
「
日
本
佛
教
学
会

研
究
年
報
』
二
十
一
号
）
、
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
第
三
章
第
一
節

の
四
「
大
原
念
佛
、
特
に
良
忍
に
つ
い
て
」
（
井
上
光
貞
）
、
「
院
政
期
に
お

け
る
別
所
浄
土
教
の
考
察
ｌ
良
忍
上
人
伝
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
西
口
順
子
・

『
史
窓
』
十
五
号
）
な
ど
が
あ
る
。
塚
本
博
士
の
論
文
で
は
、
初
期
の
良
忍

伝
で
は
融
通
念
佛
の
こ
と
が
明
瞭
に
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
法
然
（
一

一
三
三
’
三
二
二
）
期
に
は
天
台
色
の
濃
い
浄
土
教
が
有
利
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
良
忍
に
は
融
通
念
佛
思
想
は
な
く
、
後
に
そ
の
聖
業
に
寄

せ
て
上
人
を
開
祖
と
仰
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
提

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
佐
藤
博
士
と
横
田
氏
は
、
『
叡
山

浄
土
教
の
研
究
』
の
中
で
こ
の
説
に
反
対
す
る
見
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る

が
、
本
書
で
も
、
思
想
面
と
歴
史
面
の
両
方
か
ら
、
融
通
念
佛
の
起
源
は

良
忍
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

本
書
の
特
色
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
良
忍
の

戒
律
観
、
声
明
業
に
つ
い
て
の
新
し
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

叡
山
戒
脈
中
、
山
門
・
寺
門
の
両
系
統
の
相
承
を
受
け
た
良
忍
か
ら
は
、

叡
空
ｌ
源
空
ｌ
信
空
へ
と
繋
が
る
黒
谷
流
、
薬
忍
ｌ
湛
穀
ｌ
湛
智
と
続
く

次
に
各
論
文
の
内
容
を
示
す
と
ｌ

「
良
忍
上
人
と
融
通
神
道
」
（
田
代
尚
光
）
神
名
帳
の
成
立
を
融
通

神
道
の
起
源
と
し
て
、
両
部
、
一
実
両
神
道
よ
り
歴
史
的
に
古
い
と
い
う

こ
の
神
道
が
、
融
通
念
佛
と
い
か
に
関
わ
る
か
を
示
し
た
の
が
本
論
で
あ

る
。
融
通
神
道
は
、
融
通
念
佛
を
媒
介
と
し
た
神
祇
へ
の
崇
拝
で
あ
り
、

諸
神
が
護
持
し
礼
讃
す
る
融
通
念
佛
の
実
践
が
そ
の
ま
ま
融
通
神
道
の
行

と
な
る
。
こ
の
融
通
神
道
と
融
通
念
佛
が
結
合
す
る
理
念
と
し
て
、
天
照

大
原
流
、
厳
賢
ｌ
明
応
ｌ
観
西
へ
と
次
第
す
る
大
念
佛
寺
へ
の
相
伝
、
と

い
う
具
合
に
三
流
が
派
生
す
る
。
こ
の
良
忍
の
戒
律
観
を
『
略
布
薩
次
第
』

に
よ
り
考
察
し
た
小
寺
教
授
の
論
文
、
曼
殊
院
本
『
出
家
作
法
」
を
良
忍

の
著
作
で
あ
る
と
想
定
し
た
白
土
教
授
の
論
文
は
、
こ
れ
か
ら
の
良
忍
戒

律
研
究
の
よ
き
手
引
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

天
台
宗
内
で
良
忍
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
の
は
声
明
業
の
中
興
者
と

し
て
で
あ
る
。
し
か
し
諸
文
献
に
良
忍
の
声
明
業
大
成
へ
の
言
及
が
散
見

で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
意
味
か
ら
も
『
引
声
阿
弥
陀
経
』
の
発
見
は
大
き
く
、
天

納
教
授
の
論
文
は
、
良
忍
声
明
研
究
の
端
緒
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

良
忍
の
思
想
に
は
、
天
台
教
観
・
念
佛
・
戒
律
・
声
明
・
密
教
と
い
っ

た
も
の
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
各
方
面
か
ら
の
探
究
な
く
し
て

は
そ
の
実
像
に
迫
り
え
な
い
の
で
あ
り
、
本
書
で
新
出
の
資
料
に
よ
り
、

良
忍
の
戒
律
観
、
声
明
業
を
知
る
糸
口
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意

味
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

三
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大
神
の
神
徳
と
阿
弥
陀
佛
の
佛
徳
と
の
一
致
が
説
か
れ
る
。
即
ち
阿
弥
陀

佛
を
無
量
光
と
無
量
寿
の
二
義
に
分
析
し
、
前
者
が
華
厳
の
空
間
的
無
限

を
、
後
者
が
法
華
の
時
間
的
無
限
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
と
し
て
、
こ
れ
に

天
照
大
神
の
六
合
照
徹
と
天
壌
無
窮
の
二
義
を
対
応
さ
せ
る
。
こ
の
理
念

に
も
と
づ
く
融
通
神
道
の
行
法
は
、
名
帳
の
加
入
、
神
佛
の
併
祀
、
神
佛

名
の
併
称
の
三
点
で
あ
り
、
融
通
念
佛
宗
で
は
神
佛
習
合
の
伝
統
に
従
い

現
在
も
絶
や
す
こ
と
な
く
そ
の
行
法
を
伝
承
し
つ
づ
け
て
い
る
。
又
、
融

通
神
道
で
八
幡
神
を
祀
る
理
由
を
述
ぺ
た
後
、
神
明
再
授
の
伝
に
お
け
る

融
通
念
佛
宗
と
八
幡
神
と
の
関
係
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
良
忍
上
人
の
地
位
」
（
佐
藤
哲
英
）
良
忍

の
融
通
念
佛
思
想
が
天
台
法
門
を
浄
土
教
に
お
い
て
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
源
信
（
九
四
二
’
一
○
一
七
）
に

は
著
書
が
多
く
、
そ
の
浄
土
教
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
も
豊
富
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
良
忍
の
浄
土
教
思
想
は
あ
ま
り
跡
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
良

忍
研
究
は
そ
の
著
作
の
少
な
い
こ
と
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
良
忍
に
ご
く
近
い
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
書
を
『
恵

心
僧
都
全
集
』
よ
り
抜
き
出
し
、
そ
の
真
筆
者
を
あ
げ
、
良
忍
当
時
の
叡

山
浄
土
教
の
思
想
背
景
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
資
料
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
『
妙
行
心
要
集
」
、
『
自
行
念
佛
問
答
』
、
「
決
定
往

生
縁
起
』
、
「
菩
提
要
集
」
、
『
真
如
観
』
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
融
通
念
佛

と
極
め
て
近
い
十
界
念
佛
を
説
く
『
決
定
往
生
縁
起
』
に
対
し
て
特
に
注

意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
以
降
に
成
立
し
た
『
古
今
著
聞
集
』
、

「
融
通
念
佛
縁
起
』
か
ら
一
即
一
切
の
融
通
念
佛
義
を
導
き
出
し
、
こ
れ

と
先
の
資
料
と
を
対
照
し
た
後
、
良
忍
に
融
通
念
佛
思
想
が
あ
っ
て
も
時

代
思
潮
と
矛
盾
せ
ず
、
良
忍
こ
そ
は
融
通
念
佛
の
創
唱
者
で
あ
る
と
結
論

さ
れ
て
い
る
。

「
大
原
如
来
蔵
に
お
け
る
良
忍
上
人
関
係
資
料
」
（
横
田
兼
章
）
大
原

来
迎
院
の
経
蔵
で
あ
る
如
来
蔵
の
蔵
書
か
ら
良
忍
上
人
の
筆
写
本
や
手
択

本
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
に
よ
り
上
人
の
思
想
基
盤
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が

本
論
文
で
あ
る
。
横
田
氏
が
如
来
蔵
資
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
事
実
で
主

だ
っ
た
こ
と
は
、
良
忍
の
青
年
時
代
天
台
研
究
が
相
当
進
ん
で
い
た
こ
と
、

『
三
観
義
私
記
抄
』
は
良
忍
研
究
の
新
資
料
と
し
て
注
目
す
、
へ
き
文
献
で

あ
る
こ
と
、
康
和
五
年
良
忍
三
十
一
歳
の
と
き
な
お
叡
山
に
い
た
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

「
良
忍
上
人
伝
の
研
究
」
（
佐
藤
哲
英
・
枇
田
兼
章
）
良
忍
上
人
に

関
す
る
文
献
を
、
そ
の
史
料
価
値
に
応
じ
て
分
類
し
、
そ
こ
か
ら
よ
り
史

実
に
近
い
良
忍
像
を
描
き
出
し
、
そ
こ
に
融
通
念
佛
思
想
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
を
探
り
、
後
世
の
伝
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
粉
飾
が
ど
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
な
さ
れ
て
い
く
か
を
示
し
た
の
が
本
論
で
あ
る
。
良
忍
伝
の
根

本
史
料
と
し
て
は
『
布
薩
略
作
法
』
、
「
出
家
作
法
」
、
『
三
観
義
私
記
抄
』
、

大
原
如
来
蔵
の
上
人
関
係
資
料
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
第
一
次
史
料
は
『
後

拾
遺
往
生
伝
』
と
『
三
外
往
生
記
」
の
良
忍
伝
、
第
二
次
史
料
は
『
古
今

著
聞
集
』
、
第
三
次
史
料
は
「
融
通
念
佛
縁
起
』
、
『
元
享
釈
耆
』
の
釈
良

忍
伝
、
第
四
次
史
料
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
良
忍
伝
、
「
融
通
円
門
章
」
、

と
い
う
具
合
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
根
本
史
料
と
第
一
次
史
料
に
基

づ
き
、
こ
れ
以
降
の
伝
承
と
の
対
比
を
通
し
て
、
史
的
人
物
と
し
て
の
良

忍
像
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
す
る
。
『
三
外
往
生
記
」
の
夢
告
の
文
を

史
実
と
し
て
、
良
忍
に
融
通
念
佛
思
想
が
あ
っ
た
と
の
説
を
な
し
た
の
は
、
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井
上
博
士
の
前
掲
書
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
論
で
も
、
良
忍
上
人
寂
後
十

数
年
に
し
て
書
か
れ
た
「
三
外
往
生
記
』
に
、
夢
告
と
し
て
で
あ
り
な
が

ら
も
良
忍
の
言
葉
と
し
て
融
通
念
佛
の
こ
と
が
出
て
い
る
以
上
、
融
通
念

佛
の
起
源
は
良
忍
に
あ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
る
。

「
良
忍
上
人
作
『
略
布
薩
次
第
』
の
研
究
」
（
小
寺
文
頴
）
『
略
布
薩

次
第
』
Ａ
・
Ｂ
の
二
本
は
、
大
原
魚
山
の
覚
秀
が
百
年
前
の
良
忍
上
人
御

遠
忌
の
と
き
現
修
所
用
の
た
め
大
念
佛
寺
に
付
属
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
大
念
佛
寺
本
の
布
薩
作
法
を
、
叡
山
所
伝
の
二
本
の
「
布
薩
略
作
法
」

と
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
ず
叡
山
に
お

け
る
布
薩
の
歴
史
を
た
ど
り
、
最
澄
（
七
六
七
’
八
一
三
）
の
明
曠
戒
疏
に
よ

る
伝
承
と
、
円
仁
（
七
九
四
’
八
六
四
）
に
よ
る
唐
風
の
新
し
い
伝
承
の
二
系

統
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
叡
山
に
お
け
る
大
乗
布
薩
は
円
仁
入
唐
前
後
を

通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
る
。
次
に
南
都
の
布
薩
の
伝
承
を
示
し
、

そ
の
復
興
の
師
で
あ
る
中
川
実
範
（
一
○
八
九
’
二
四
四
）
と
良
忍
と
に
何

ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
と
し
、
良
忍
『
出
家
作
法
』
の
沙
弥
戒
が
叡
山
所

伝
の
十
善
戒
で
な
く
十
重
戒
と
さ
れ
た
の
は
、
実
範
の
『
出
家
授
戒
法
』

の
影
響
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
る
。
又
、
良
忍
に
よ
る
布
薩

の
簡
略
化
に
つ
い
て
は
、
布
薩
を
大
衆
化
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
音
楽

化
も
こ
の
方
向
を
示
す
も
の
と
す
る
。
大
念
佛
寺
所
伝
本
の
「
略
布
薩
次

第
』
に
つ
い
て
は
、
Ａ
本
が
慈
円
（
二
五
五
’
二
三
五
）
筆
の
『
布
薩
次

第
』
の
後
半
部
分
と
一
致
し
最
澄
の
伝
承
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

Ｂ
本
が
『
布
薩
次
第
」
の
前
半
部
分
と
一
致
し
円
仁
の
系
統
を
引
く
も
の

で
あ
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
説
か
れ
て
い
る
。

「
良
忍
上
人
と
曼
殊
院
本
『
出
家
作
法
』
」
（
白
土
わ
か
）
曼
殊
院
よ

り
発
見
さ
れ
た
『
出
家
作
法
』
を
良
忍
の
著
作
で
は
な
い
か
と
想
定
し
、

ほ
ぼ
そ
の
想
定
に
誤
り
な
い
と
の
結
論
か
ら
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
考
察
し
た

の
が
本
論
で
あ
る
。
「
出
家
作
法
」
の
添
書
「
永
久
年
中
依
二
条
阿
闇
梨
誹

所
令
抄
出
給
也
」
を
取
り
上
げ
、
青
蓮
院
関
係
の
文
献
に
よ
り
こ
の
「
二

条
阿
闇
梨
」
を
三
昧
阿
閣
梨
良
祐
で
あ
る
と
し
、
良
祐
ほ
ど
の
学
僧
が
依

頼
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
出
家
作
法
』
の
作
者
は
戒
律
面
で
重
要
視
さ

れ
て
い
る
人
物
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
次
に
本
文
中
の
「
初
相
伝
ノ

戒
者
奉
始
自
盧
舎
那
如
来
至
干
某
次
第
相
伝
タ
ル
コ
ト
十
九
代
也
」
か
ら
、

こ
の
作
者
が
盧
舎
那
如
来
よ
り
十
九
代
目
に
該
当
す
る
と
し
て
、
盧
舎
那
、

霊
山
の
両
相
承
の
十
種
近
い
戒
脈
か
ら
十
九
代
目
に
当
る
人
物
を
導
き
出

し
、
そ
の
中
か
ら
永
久
年
中
に
活
躍
し
た
人
物
と
し
て
良
忍
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
更
に
良
忍
作
で
あ
る
こ
と
を
追
求
し
て
、
Ｓ
良
忍
に
「
略
布
薩

作
法
」
と
い
う
著
書
が
あ
る
以
上
、
『
出
家
作
法
』
が
あ
っ
て
も
支
障
は

な
い
、
㈲
「
門
葉
記
』
に
は
大
原
来
迎
院
で
自
怒
作
法
が
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
、
匂
曼
殊
院
蔵
「
蘇
悉
地
相
承
』
か
ら
良
忍
ｌ

仁
弁
へ
の
相
承
が
伺
え
、
曼
殊
院
に
仁
弁
関
係
の
害
写
本
が
多
い
こ
と
か

ら
、
『
出
家
作
作
法
』
が
曼
殊
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
は
仁
弁
を
通
し

て
と
思
わ
れ
る
、
㈲
良
忍
と
良
祐
に
は
親
密
な
関
係
が
あ
る
、
と
い
う
四

点
が
示
さ
れ
る
。
終
り
に
、
こ
の
作
法
に
よ
り
出
家
し
た
人
物
と
『
出
家

作
法
』
か
ら
見
た
良
忍
の
戒
律
観
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

「
良
忍
上
人
と
魚
山
声
明
」
（
天
納
伝
中
）
円
仁
よ
り
始
ま
る
天
台

声
明
に
お
い
て
良
忍
は
、
そ
の
中
興
の
祖
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
「
魚
山
声
曲
相
承
血
脈
譜
』
、

『
声
明
源
流
記
』
、
『
弾
偽
褒
真
紗
』
な
ど
を
引
用
し
た
後
、
戒
品
声
明
と
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以
上
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
な
内
容
紹
介
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
私
な
り
に

疑
問
を
感
じ
た
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

常
行
堂
声
明
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
ｐ
戒
品
声
明
は
梵
網
戒
品
に
音
曲
が

付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
使
用
は
布
薩
会
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
と

想
定
さ
れ
て
い
る
。
次
に
常
行
堂
の
声
明
と
し
て
、
引
声
作
法
常
行
三
昧

に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
引
声
作
法
の
起
源
は
円
仁
の
五
台
山
念

佛
の
相
承
に
初
ま
る
が
、
そ
れ
が
常
行
三
昧
堂
で
修
せ
ら
れ
た
時
期
は
、

円
仁
か
ら
と
す
る
説
と
、
相
応
（
八
三
一
’
九
一
八
）
か
ら
と
す
る
説
が
あ
り
、

論
者
は
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
決
め
兼
ね
て
い
る
。
良
忍
が
こ
の
引
声
作

法
の
相
伝
に
も
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、
大
原
に
お
け
る

良
忍
の
事
績
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
最
後
に
、
勝
林
院
本
『
引
声
阿
弥
陀

経
』
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

、
「
円
覚
十
万
上
人
道
御
伝
」
（
藤
井
元
了
）
清
涼
寺
で
大
念
佛
を
始

め
、
良
忍
の
融
通
念
佛
を
興
隆
し
た
と
さ
れ
る
円
覚
上
人
道
御
（
三
三
三

’
一
三
二
）
の
伝
記
と
布
教
活
動
に
つ
い
て
述
今
へ
た
論
文
で
あ
る
。

「
佛
教
思
想
と
融
通
念
佛
」
（
泰
本
融
）
融
通
念
佛
思
想
を
宗
学
者

詮
海
（
一
七
六
五
’
一
八
六
○
）
の
所
説
を
中
心
に
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

「
融
通
念
佛
宗
の
教
義
」
（
吉
井
良
顕
）
『
融
通
円
門
章
』
な
ど
に

よ
る
融
通
念
佛
宗
の
教
義
説
明
で
あ
る
。

「
融
通
念
佛
宗
の
血
脈
」
（
杉
崎
大
慧
）
融
通
念
佛
宗
の
血
脈
は
不

明
瞭
な
点
が
多
い
が
、
こ
の
血
脈
を
「
大
念
佛
寺
誌
』
な
ど
に
よ
り
考
察

し
た
の
が
本
論
で
あ
る
。

四

、
「
良
忍
上
人
と
融
通
神
道
」
の
中
で
田
代
師
は
、
融
通
念
佛
宗
で
は
華

厳
経
と
法
華
経
を
正
依
の
経
典
と
す
る
こ
と
や
、
融
通
念
佛
と
神
道
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
述
寒
へ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
融
通
念
佛
と
華
厳
経
及
び

神
道
と
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
の
融
通
念
佛
宗
内
で
の
教
学
で
し
ば
し
ば

説
か
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
又
、
融
通
神
道
の
理
念
と

し
て
阿
弥
陀
佛
と
天
照
大
神
の
徳
の
一
致
や
、
華
厳
経
と
無
量
光
、
法
華

経
と
無
量
寿
と
が
結
び
つ
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
｝
」
れ
ら
の
所
説
は
、

ど
の
よ
う
な
文
献
を
根
拠
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
か
示
し
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

次
に
佐
藤
博
士
と
横
田
氏
は
、
一
行
一
切
行
と
い
う
念
佛
思
想
が
平
安

末
期
の
天
台
浄
士
教
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
良
忍
寂
後
十
数
年
に
し
て
成
立

し
た
「
三
外
往
生
記
』
に
良
忍
と
融
通
念
佛
が
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
良
忍
こ
そ
融
通
念
佛
宗
の
開
創
者
で
あ
る
と
結
論
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
先
に
掲
げ
た
西
口
氏
の
論
文
に
は
、
融
通
念
佛
の
形
成

期
に
は
意
識
的
な
天
台
教
義
へ
の
接
近
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
良
忍

の
念
俳
と
融
通
念
佛
と
を
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
に
対
す
る
疑
問
が
述
、
へ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
付
随
す
る
問
題
と
し
て
、
専
修
念
佛
の
弾
圧
に
よ

り
融
通
念
佛
が
隆
盛
し
た
と
い
う
塚
本
博
士
の
ご
主
張
が
あ
る
が
、
両
先

生
は
こ
れ
ら
良
忍
と
融
通
念
佛
と
の
関
係
を
疑
問
視
す
る
説
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
ご
見
解
を
お
持
ち
な
の
か
、
後
学
者
の
た
め
に
お
示
し
頂
け
れ

ば
喜
ば
し
く
思
う
。

（
昭
和
五
六
年
五
月
百
華
苑
Ｂ
５
版
序
四
頁
研
究
編
一
七
五
頁
資
料

編
九
一
頁
六
、
○
○
○
円
）
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